
【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２７年度以降に実施すること

　新規表示及び既存の表示箇所の磨耗による再表示について、引き続き実施しています。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。また、
影響を及ぼした外的要因の分
析も行う。

　平成２６年度は、７７箇所（新設18箇所、再表示59箇所）に路面表示を実施したことから、順調としま
した。
　「文」マークを路面表示することにより、ドライバーに通学路である旨を知らせ、注意を促しています。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　新規表示及び既存の表示箇所の磨耗による再表示について、教育委員会、道路管理者と連携し
て、それぞれ優先順位を設けることで、効果的な設置を実現しています。

順調

順調
　第8次北九州市交通安全計画（平成23年度～平成27年度）に基づ
き、各団体・関係機関が連携して交通安全対策に取り組むことによ
り、交通事故発生件数と交通事故死亡者数の減少を目指します。

やや遅れ

（最終目標と最終年度）　８，０００件以下　２２人以下　（平成２７年　※暦年） 遅れ

交通事故発生件数と交通事故死者数

8,949
22
件
人
件数・人数減
（前年比較）

8,325
件

23人
６２４
１

件減
人増

【活動の状況】

｢文｣マークの設置箇所数

69
箇
所 70 箇

所

77 箇所 活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

　通学路に｢文｣マーク路面表示が、運転者に通学路に対する注意を
促すと考え、年間の設置数を指標として掲げました。

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標
実績

（達成率）
→

（最終目標と最終年度）　現状程度維持 110.0 ％ 大変順調

安全・安心都市整備課

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

　子どもの交通事故防止対策として、通学路に｢文｣マーク路面表示を実施し、運転者に
通学路に対する注意を促し、児童の安全を確保します。

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活
動
計
画

　市内の通学路に｢文｣マーク路面表示を教育委員会と道路管理者と協力し実施します。

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える環境づくり 担当局 市民文化スポーツ局

2,250 千円 1,800 千円 施策名 安全・安心なまちづくり 担当課

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２６年度実績評価)

事
業
名

交通安全施設の整備（「文」マーク）
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【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２７年度以降に実施すること

　今後も継続して啓発活動を実施し、交通事故防止を図ります。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。また、
影響を及ぼした外的要因の分
析も行う。

　交通事故発生件数は、過去最悪であった平成15年以降、若干の上下をしながら減少傾向にあること
から、順調としました。死者数は、平成16年以降、減少傾向にあります。交通事故は一朝一夕ではなく
ならないことから、これまでと同様に、市、警察や関係団体、地域が一体となって、交通安全運動に取
り組んでいく必要があると考えています。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　ポスターやチラシなどは県が作成したものを購入することで、経費の軽減を図っています。また、啓
発物品については各区分を市で一括購入することで単価を引き下げています。引き続き、経済性・効
率性の検討を進めていきます。

順調
　第8次北九州市交通安全計画（平成23年度～平成27年度）に基づ
き、各団体・関係機関が連携して交通安全対策に取り組むことによ
り、交通事故死亡者数の減少を目指します。

やや遅れ

（最終目標と最終年度）２２人以下　平成２７年　※暦年 遅れ

22 人

件数・人
数減　（前
年比較）

２３
1
人
人増

順調

【活動の状況】

交通事故発生件数

8,949 件
件数減
（前年比
較）

8,325
624

件
件減

活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

　第8次北九州市交通安全計画（平成23年度～平成27年度）に基づ
き、各団体・関係機関が連携して交通安全対策に取り組むことによ
り、交通事故の発生件数の減少を目指します。

（最終目標と最終年度）８，０００件以下　平成２７年　※暦年

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標
実績

（達成率）
→

大変順調

交通事故死者数

安全・安心都市整備課

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

　交通事故死者数を減少させることはもちろん、交通事故発生件数自体の減少に取り組
むことによって、安全で安心なまちを目指します。

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活
動
計
画

　平成23年度に策定したの第８次北九州市交通安全計画に基づいて、その重点項目である「自転車
の安全確保」、「高齢者の安全確保」、「飲酒運転の撲滅」に取り組みます。
　特に、本市は環境活動に積極的に取り組んでいることから、自転車ルール・マナーの向上に取り組
んでいきます。

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える環境づくり 担当局 市民文化スポーツ局

5,772 千円 5,444 千円 施策名 安全・安心なまちづくり 担当課

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２６年度実績評価)

事
業
名

交通安全の推進
掲載ページ
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【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２７年度以降に実施すること

　チャイルドシートの着用について、引き続き、警察や関係団体等と連携して広報啓発活動を行います。
　なお、本事業は、平成27年度から「交通安全の推進」の一環として実施します。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。また、
影響を及ぼした外的要因の分
析も行う。

　四季の交通安全運動については、例年どおり実施し、「すべての座席のシートベルトやチャイルド
シートの正しい着用の徹底」を啓発しました。
　チャイルドシート着用の重要性をアピールするとともに、短期間ですが無料の貸出し制度があること
を周知し、着用促進を図りました。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　チラシや啓発物を見直すことによって、事業費を縮減しています。
　また、チャイルドシートの無料貸出しを行っている交通安全協会等、関係機関と連携して、効果的な
啓発活動に取り組んでいます。

順調

順調
　第8次北九州市交通安全計画（平成23年度～平成27年度）に基づ
き、各団体・関係機関が連携して交通安全対策に取り組むことによ
り、交通事故発生件数と交通事故死亡者数の減少を目指します。

やや遅れ

（最終目標と最終年度）　８，０００件以下　２２人以下　（平成２７年　※暦年） 遅れ

交通事故発生件数と交通事故死者数

8,949
22
件
人

件数・人
数減　（前
年比較）

624
1
件減
人増

【活動の状況】

四季の交通安全運動の実施数

4 回 4 回
4 回 活動指標の実績

を参考に、活動の
状況をチェック

　四季の交通安全運動において、チャイルドシートの着用促進につい
て啓発活動を実施していきます。

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標
実績

（達成率）
→

（最終目標と最終年度）　４回以上　（平成２６年度） 100.0 ％ 大変順調

安全・安心都市整備課

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

　チャイルドシート着用により、子どもの自動車乗車中の交通事故被害を軽減します。

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活
動
計
画

　平成23年度に策定した第8次北九州市交通安全計画に基づいて、チャイルドシート着用の徹底や適
正な使用方法、その効果についての広報啓発活動を実施します。

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える環境づくり 担当局 市民文化スポーツ局

278 千円 172 千円 施策名 安全・安心なまちづくり 担当課

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２６年度実績評価)

事
業
名

チャイルドシートの着用促進
掲載ページ
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【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２７年度以降に実施すること

　通学支援便の運行については、児童・生徒、父兄、地域住民及び学校関係者から評価を得ており、仮に通学支援便の運行が無くなれば、父兄による送迎や
代替交通手段の確保、地域住民及び学校関係者による登下校時の安全確保が必要となります。
　今後も通学支援便の運行は必要であり、運行を継続するため、制度のあり方等について検討を行います。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。また、
影響を及ぼした外的要因の分
析も行う。

　通学距離が非常に長く、徒歩による通学が困難な児童・生徒向けに、学校の登下校を考慮した一般
乗合バスの運行を行いました。
　また、児童・生徒が、通学支援便利用により、通学に伴う時間や体力負担の軽減、通学途中の安全
確保、集団行動力の育成及び交通マナーの習得に役立っています。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　児童・生徒向けのため、収支は厳しい状況であるが、一般乗合バス事業の一つの運行系統としてお
り、コスト面での評価はできません。

やや遅れ

（最終目標と最終年度） 遅れ

順調

大変順調

【活動の状況】

通学支援便の計画的な運行

実施 －
実施 活動指標の実績

を参考に、活動の
状況をチェック

　通学距離が非常に長く、徒歩による通学が困難な児童・生徒向け
に、学校の登下校を考慮した一般乗合バスの運行を行います。

（最終目標と最終年度）

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標
実績

（達成率）
→

大変順調

総務経営課

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

　若松区には、児童・生徒の自宅から学校までの通学距離が非常に長く、徒歩による通
学が困難な校区があるため、通学支援を目的とした交通局の独自事業として、それらの
児童・生徒向けに、学校の登下校を考慮した一般乗合バスの運行を行います。

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活
動
計
画

　通学距離が非常に長く、徒歩による通学が困難な児童・生徒向けに、学校の登下校を考慮した一般
乗合バスの運行を行います。

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える環境づくり 担当局 交通局

0 千円 0 千円 施策名 安全・安心なまちづくり 担当課

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２６年度実績評価)

事
業
名

若松校区内における通学支援便運行事業
掲載ページ
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